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◆ 宿泊・施設利用料金  
種類 宿泊室 キャンプ場 

（テント泊） 

研修・訓練室 

※団体あたり 

体育館・講堂 

※団体あたり 

児童・生徒 ３１０円／人 １５０円／人 １５０円／時間 ３６０円／時間 

学生・一般 ６２０円／人 ２６０円／人 ３６０円／時間 ７２０円／時間 

※学校等の教育課程に基づく教育活動で利用する場合、予め免除申請書を提出いただければ、高校生以下の児童・生徒 

 の利用料金が免除されます(但し、食事代とシーツ代、薪代は別途必要となります）。 

休所日：毎週月曜日休所日：毎週月曜日休所日：毎週月曜日休所日：毎週月曜日    
業務時間：業務時間：業務時間：業務時間：8888：：：：30303030～～～～17171717：：：：30303030    

（（（（月曜日が祝日の場合、その翌日）月曜日が祝日の場合、その翌日）月曜日が祝日の場合、その翌日）月曜日が祝日の場合、その翌日）    ●●●●    施 設 案 内    ●●●●        

 

１ 趣  旨：自然豊かなやんばるの海や山といったフィールドを通して、子ども達が自然の大切 

       さを学習し交流する場とする  

２ 期  日：平成26年７月25日（金）～ 27日（日） 

３ 場  所：県立名護青少年の家 

４ 内  容：ウミガメの生態観察、大浦湾の生き物の生態観察など 

５ 講  師：河津 勲（沖縄美ら島財団 研究第一課 研究第一係長） 

       岡 慎一郎（沖縄美ら島財団 研究第一課 技師） 

６ 対  象：小学４年生～中学３年生 ※定員は約20人程度   

７ 参 加 料：10,000円/名 

８ 受付期間：平成26年７月８日(火）～18日(金）※電話受付 

９ 持 ち 物：①帽子 ②手袋（軍手） ③懐中電灯 ④雨合羽 ⑤筆記用具 ⑥着替え 

       ⑦タオル ⑧虫よけスプレー ⑨濡れても良い服装・靴 等 

自主事業自主事業自主事業自主事業    

自主事業自主事業自主事業自主事業    

１ 趣  旨：名護青少年の家周辺の自然豊かなフィールドを活かし、子どもたちが夏休みの課題 

       に取り組むきっかけや環境を提供する  

２ 期  日：平成26年８月３日（日） 

３ 場  所：県立名護青少年の家 

４ 内  容：「生き物図鑑づくり」、「工作体験」など       

５ 対  象：小学生以上 ※親子参加可 ※定員は約50名程度 

６ 参 加 料：図鑑作り500円、工作300円  

７ 受付期間：平成26年７月９日（水）～23日（水）※電話受付   

８ 持 ち 物：【図鑑づくり】①帽子 ②水筒 ③雨合羽（雨天時）④虫よけスプレー 等  

       【工作体験】特になし  

 

 

 沖縄本島北部の森林にすむ固有のキツツキ

類。沖縄県の県鳥で、国指定特別天然記念物。

主に林齢のすすんだ常緑広葉樹林に生息し、４

月から６月に枯れ木に穴を掘り、営巣・育雛す

る。最近名護岳周辺でも目撃され、定着が期待

されている。【国指定特別天然記念物】  

写真提供・監修／嵩原建二 

 

 

 

 

 このたび長年に渡り県立名護青少年の家の食堂を管理してき

た新里食堂（代表：新里善彦）さんが、衛生管理面で他の模範

と認められ一般社団法人沖縄県食品衛生協会北部支部より「食

品衛生優良施設」として表彰を受けました。  

 衛生面だけでなく、バラエティーに富んだメニューは、利用

者の皆さんから常に「おいしかった」と大変好評です。  

新里食堂さん誠におめでとうございます。今後も利用者の皆

さんのためにおいしい食事の提供をよろしくお願いします。 

名護城公園「太陽の丘」に名護城公園「太陽の丘」に名護城公園「太陽の丘」に名護城公園「太陽の丘」に    

咲くホウオウボク（マメ科）咲くホウオウボク（マメ科）咲くホウオウボク（マメ科）咲くホウオウボク（マメ科）    

：平成：平成：平成：平成26262626年６月年６月年６月年６月17171717日撮影日撮影日撮影日撮影    

祝祝祝祝
    

ノグチゲラノグチゲラノグチゲラノグチゲラ    

 [方言名]キータタチャー 

 [体長]約３１ｃｍ [分布]沖縄島北部 

  

【新里善彦代表より】裏方役として名護青少年の家の食事を担当してきましたが、表彰式では意外にも教育関係 

 以外の方からも、名護青少年の家の新里食堂のことをよく知っているとお声掛けいただき、とても励みに感じ 

 ました。これからも皆さんに喜んでいただけるよう、より一層努力してまいります。  



 

■ ■ 事 業 報 告 ■ ■ 
  

 

沖縄の天然記念物、ケラマジカが慶良間諸島にやってきた経緯や島で

の生態や人々との関わりなどを知ってもらおうと、６月21日に城間恒宏

氏（沖縄県教育庁文化財課指導主事）をお招きし講演会を開催しまし

た。那覇市などから20名が参加し、ケラマジカについて学びました。  

参加者からは「ケラマジカの生物としての情報だけでなく、慶良間諸

島に移入された経緯などの琉球の歴史まで知ることができ、実物の角や

骨を見ることができてとても良かったです。」などの意見を多数いただ

きました。 

  

                           

「やんばるボランティアスクール」「やんばるボランティアスクール」「やんばるボランティアスクール」「やんばるボランティアスクール」「やんばるボランティアスクール」「やんばるボランティアスクール」「やんばるボランティアスクール」「やんばるボランティアスクール」        

 名護青少年の家応援隊（ボランティア）の基本スキルの向上を図る

ため、６月22日に第２回目となるスキルアップシリーズを開催しまし

た。大学生や社会人など11名が参加し、野外炊飯やナイトハイキング

のスキルを学びました。参加者からは「他の野外炊飯にも参加した

い」「星空観察に参加したい」など意欲的な感想を多数もらいまし

た。これからもまたスキルアップシリーズを開校しますのでボラン

ティアに興味のある方は、ぜひご参加ください。 

フィールドワークの様子 

スキルアップ実践の様子 

自主事業自主事業自主事業自主事業    

講演会の様子 

自主事業自主事業自主事業自主事業    

【担当者・與儀より】天候に恵まれ予定していた研修プログラムを行うことができました。今回の研修は、 

 ボランティア養成を目的としている為、普段よりも時間を多く取り、指導方法や安全管理についても学 

 びました。参加者の皆さんお疲れ様でした。  

【担当者・坂下専門職員より】やんばるの一部である名護岳の自然を、野生の植物を愛でながらゆっくりと歩く 

 他では味わえない企画であり、今回は暑い時期なので涼しげな「沢コース」中心に歩く計画としました。次回 

 の時期を変えた植物に関する企画も計画中です。お楽しみに！ 

 名護岳に生育する植物の観察や解説を行い、自然環境の重要性を

知る機会としようと６月28日に、（一財）沖縄美ら島財団総合研究

センター研究第二係長の阿部篤志を講師に招き、講座とフィールド

ワークを行いました。名護市内外から26名が参加し、名護岳周辺の

自然について学びました。 

 参加者からは「とても分かりやすい説明で、やんばるの森を見る

視点が変わりました」とご意見をいただくなど、貴重な機会となり

ました。  

主催事業主催事業主催事業主催事業    

１ 趣  旨：子どもからお年寄りまで気軽に参加できるようマイクロバスを使用し、名護岳 

       で出会える動植物や星空などを身近に感じられる観察を行う 

２ 期  日：平成26年７月20日(日）～８月31日(日） 

       ※当日の天候から開催の可否を14時に決定致します。       

３ 実施場所：県立名護青少年の家及び名護岳周辺  

４ 対  象：一般  

５ 参 加 料：500円/名 ※資料代、保険料等を含む  

６ 定  員：約15名  ※要事前申し込み 

７ 受付期間：参加希望日の14時以降 ※電話受付  

８ 持 ち 物：①長袖・長ズボンの動きやすい服装 ②帽子 ③水筒 ④運動靴（活動に適して 

       いる靴）または長靴 ⑤雨合羽（雨天時）⑥軍手 ⑦タオル ⑧ 筆記用具 等    

１ 趣  旨：南琉球の固有種で国指定の天然記念物キシノウエトカゲと県指定のサワヘビや 

       トカゲモドキなどの生態や分類などについて、専門家の講話を聴き、これらの 

       貴重な動物の保護についても学ぶ 

２ 期  日：平成26年７月12日(土) 13:00 ～ 15:00 

３ 場  所：県立名護青少年の家  

４ 対  象：一般 

５ 参 加 料：無料 

６ 講  師：当山 昌直氏（沖縄国際大学南島文化研究所 特別研究員） 

７ 定  員：40名（先着順） ※要事前申し込み                       

 

 

        ●●●●    事  業  案  内    ●●●●    

 

 

自主事業自主事業自主事業自主事業    

自主事業自主事業自主事業自主事業    

（写真：当山 昌直） 

自主事業自主事業自主事業自主事業    

お母さんでも参加OK！ 

１ 趣  旨：家族キャンプ前の予行演習として、基本的な野外活動を学ぶ  

２ 期  日：平成26年７月12日(土）10:00～17:00 

３ 場  所：県立名護青少年の家       

４ 内  容：テント設営・撤収、野外炊飯  

５ 対  象：一般（お父さん・お母さん） ※定員は約10名  

６ 参 加 料：2,000円/名 ※食費、保険料等を含む  

７ 持 ち 物：①帽子 ②虫よけスプレー ③雨合羽（雨天時）等 

       ※動きやすい服装で御参加ください（サンダル、スリッパでの参加は不可）。 

       雨天の場合も実施します。 


